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別添４  

令和２年度厚生労働科学研究費補助金 （腎疾患政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

慢性腎臓病（CKD）に対する全国での普及啓発の推進、地域における診療連携体制構築を介した 

医療への貢献：各都道府県における CKD の普及啓発活動および CKD 認知度の調査 

 

研究分担者 岡田 浩一  埼玉医科大学教授 

    猪阪 善隆  大阪大学教授 

    南学 正臣   東京大学教授 

      柏原 直樹   川崎医科大学教授 

     伊藤 孝史    島根大学准教授 

 

研究要旨  

平成 30 年に発表された厚生労働省「腎疾患対策検討会報告書」のなかで取り扱われた５つの重要

課題の内、「普及啓発」に関して、日本腎臓病協会 CKD 対策部会が任命した各地域ブロック責任者お

よび都道府県責任者が中心となり、当該地域の普及啓発活動の実態を調査しつつ、その改善および推

進に取り組んだ。各都道府県では活発な普及啓発活動が行われているが、一般市民における CKD 概

念の普及度には年齢層や健康意識の違いによってばらつきがある。今後、より有効性の高い普及啓発

方法を策定する必要がある。 

 

Ａ．研究目的 

「腎疾患対策検討会報告書」（平成 30 年 7 月）

には、CKD 対策として今後取り組む５つの柱、す

なわち「普及啓発」、「地域における医療提供体制の

整備」、「診療水準の向上」、「人材育成」、「研究開発

の推進」が掲げられている。これにより慢性腎臓病

（CKD）を早期に発見･診断し、良質で適切な治療

を早期から実施・継続し、CKD 重症化予防を徹底

するとともに、CKD 患者（透析患者及 び腎移植患

者を含む）の QOL の維持向上を図ることをめざす。

特に普及啓発に関する問題点としては、１）CKD

が生命予後に関連し、患者数が多く、一方で治療可

能であり、早期発見・早期治療が重要であること等

の CKD の正しい認識が十分普及していないこと、

２）医師、メディカルスタッフ、行政機関、患者、

国民、高齢者、小児等を対象とした普及啓発内容の

検討が十分とは言えないこと、また３）普及啓発活

動の実施状況の把握や効果の評価・検証が十分と

はいえず、効果的な普及啓発活動が実施されてい

ないこと、および４）医療従事者、関連学会及び行

政機関等において好事例が十分に共有されておら

ず、好事例の横展開が十分に進んでいないことが

指摘されている。そこで普及啓発活動の実施数、市

民公開講座等の実施数、CKD 認知度の調査方法を

考案し、実施する。そのために、１）日本腎臓病協

会 CKD 対策部会が設置した各ブロック、当道府県

責任者を中心として、各地域における CKD 普及啓

発活動の実態を調査する。また２）同時に普及啓発

の効果判定のために、CKD概念の認知度、浸透度、

理解度をかかりつけ医、住民等を対象に特定して

実施する。後者の調査は地域を限定すれば実施可

能であり、あるいは既存の調査結果も一部報告さ

れており、活用可能である。人口規模、医師会数、

専門医の分布等を勘案して、実現可能で有効な調

査方法を考案する。各都道府県医師会、県・市町村

行政へのアンケート調査等を地域の実情に応じて

実施する。さらに３）全国の実施状況を一覧し、

CKD 普及啓発活動の「見える化」を目指す。調査

の結果、普及啓発活動の不十分な地域が抽出され

るため、今後の計画的な活動を行う基礎資料とす

る。抽出された好事例については共有化し、他地域

へ応用可能とする。 

医療従事者、行政、患者・家族、国民全体に CKD

についての普及啓発を行い、オールジャパンによ

る CKD 対策の実践を可能とする。そのためには

「腎疾患政策研究班」（研究代表 柏原直樹）およ

び日本腎臓病協会（JKA）と密に連携し、特に後者

の CKD 対策部会で認定された 12 ブロック（北北

海道、南北海道、東北、北関東、東京、南関東、北

率、東海、近畿、中国、四国、九州・沖縄）の責任

者および都道府県責任者とは協力体制を構築して

研究を進める。 

 

Ｂ．研究方法 

各都道府県における CKD の普及啓発活動の調査 

１）普及啓発活動の実態調査 

 日本腎臓病協会（JKA）で任命された各都道府県

代表者は行政（都道府県および市町村の腎疾患対
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策担当者または糖尿病性腎症重症化予防プログラ

ム担当者）とともに、CKD の普及・啓発活動の実

態（普及啓発活動の実施数、市民公開講座などの実

施数、CKD の認知度調査等）を調査する。これら

の情報については、各責任者による自主的な JKA

への報告、ブロック会議での年次報告およびアン

ケート調査により収集する。情報および問題点を

地域間で共有し、次年度に向けて CKD 対策の均て

ん化や更なる普及啓発のために活かす。 

２）CKD の認知度、普及度の調査 

CKD の認知度、浸透度、理解度をかかりつけ医や

一般市民を対象に調査する。さらに WEB を介した

全国規模のアンケート調査を実施する。 

 

（倫理面への配慮） 

既に公開されている論文やデータの調査であり、

倫理面での問題はない。 

 

Ｃ．研究結果 

１）普及啓発活動の実態調査 
①JKAのCKD対策部会に報告された地域に
おける普及啓発活動（資料１） 
 R2年はCOVID19の影響で活動が制限され、
例年に比較して活動は低調であった。 
 
②各ブロックでの取り組み 
昨年度のアンケート（資料２）は40都道府県
より回収され、その解析結果は以下の通りで
ある。 
 
i) 腎臓病療養指導士や患者会が参加する

啓発活動は約半数の県で実施 
ii) JKAに申請していない啓発活動を把握

することは難しい 
iii) CKD認知度アンケート調査は約半数の

県で実施 
iv) 県政モニターを対象としたアンケート

調査および市民公開講座開催時に実施。 
v) CKDの認知度向上、普及啓発を進める

上での課題としては、資金の問題が約3
/4 

vi) 時間がない（会場の設定など、事務員な
ど人的サポート） 

vii) アンケート調査：世界腎臓デーのイベ
ントで実施。 

 
本年度はアンケート様式を改訂して各ブロッ
ク長にアンケートを実施（資料３）、現在、
回収データを検討中である。 
 
また各ブロックで進捗報告があり、関東ブロ
ックからの報告（抜粋）は以下の通りである。 
 

北関東ブロック 

茨城： 

・いばらき腎臓財団を中心に活動 

・いのちの講演会（小中学校）：移植が中心。 

→教育委員会への申請はしていな

い？知り合いからの紹介。リピーターあり。 

・Beans の定期発刊 

・出前講座 

栃木： 

・県南に 2 大学、腎臓専門医偏在あり 

・一般住民：とちぎ県民カレッジ、市民公開講座 

・CKD 啓発動画研究会 RAV-CKD（安藤康弘先生

を中心に） 

→with コロナでは有効ではないか。 

・医師会・非専門医との連携体制の確立：栃木 CKD

コンソーシアム 

・非専門医への情報提供：STOP!CKD Seminar in 

栃木 

・栃木県糖尿病予防推進協議会への参加（長田先生） 

・糖尿病治療連携チェックシートの作成 

・栃木県 CKD 病診連携システムの作成、連携機関

施設 

・栃木県に CKD 対策協議会の設置申請中 

群馬： 

・群馬県慢性腎臓病対策推進協議会：平成 25 年か

ら活動、多職種が参加 

・県民公開講座（エリアを変えて、300 名程度） 

・上毛新聞テレビ欄に広告 

・クリアファイルの作成：イベントの際に配る 

・健康フェスタ：3000 人程度、15 ブース程度 

・CKD 予防啓発動画の作成 県庁の協力あり 

・腎臓ケア e ラーニング講座：群馬大学保健学科 

高橋さつき先生 

 →ブラウザで検索すれば、誰でも無

料で視聴可 

・CKD シールの活用 

・医療従事者向け講習会：年 3 回 

・群馬県糖尿病対策推進会議（H27 から）との連

携：DN での透析導入日本一 

→群馬県糖尿病性腎臓病重症化予防

プログラム 

・データ分析部会：特定健診と KDB システムのデ

ータを利用した疫学調査 

・群馬県では、腎臓病対策と糖尿病対策が独立・平

行して活動、連携は良好 

山梨： 

・山梨慢性腎臓病対策協議会：2015 年 11 月から 

・H27-山梨県 CKD 病診連携システム：毎年 1000

名程度、かかりつけ医 60-80% 

・山梨県糖尿病性腎症重症化予防プログラム：先行

する CKD 医療連携システムを利用 

・病診連携登録医（かかりつけ医）：2 年に 1 回講

習を受けて、認定かかりつけ医となる 

・CKD 医療連携ニュースレター 

・CKD 医療の疫学調査：CKD 診療の支援状況を

調査 

→山梨県の連携システムのなかで紹介、

逆紹介の調査は可能性を検討予定 

長野： 
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・松本市で始めて、長野県に広げる。長野県：CKD

対策より DKD 対策が先行 

・2020 年度 CKD 対策会議の設置が可能に！ 

・松本市糖尿病性腎症・CKD 重症化予防プログラ

ム：R1 年 4 月から 

→新聞で取り上げられた。 

・病診連携ネットワーク：紹介基準を作成、紹介患

者の 80％が連携へ 

・予防プログラムのアンケート調査：利用率 35%

など、問題点から対策案を 

・松本市も定点観測ポイントとして有望か 

 

東京ブロック 

23 区内： 

・城南地域での行政、拠点病院との連携構築 

・港区で「微量アルブミン健診」の実施 

・透析導入患者の診療歴に関する研究：ERA-

EDTA2020 で発表 

→院内他科からの紹介>院外施設からの

紹介、紹介時腎機能 22-

29mL/min/1.73m2 

・紹介基準をより広く普及していく(特に大学病院

内他科)。健診受診率の向上およびその後の受診勧

奨が重要。 

・腎臓病療養指導士の役割が大きい。 

・慈恵医科大学での透析導入、移植数の推移：移

植数の増加で透析導入減少を 

・透析導入患者の都道府県ごとのデータ公開を、

JSDT や厚労省と調整中。 

→福井先生からではなく、JKA に動いて

欲しい。 

→JSDT のデータは施設の住所で登録さ

れているので、患者の居住区とのずれ？ 

・みなと図書館での「腎臓コーナー」の設置。今

後は東京都立図書館でも。 

・慈恵医大病院の情報スペース（正面玄関に近

い）にポスターを設置 

・より広域での対策。「かかりつけ医が行うべき

具体的な方策」 

・紹介基準の普及、活用：非内科医師、メディカ

ルスタッフも 

・評価指標に基づく進捗管理が十分になされてい

ない。 

→日本健康会議 HP：糖尿病性腎症重症

化予防プログラム実施地域 

23 区外： 

・三多摩地区の CKD 対策、三多摩腎疾患治療医

会（1980 年から） 

・透析の災害対策が中心、今後は CKD 対策にも

使えないか。 

・普及啓発：市民公開講座、都主催の他職種への

講演会 

・東京都糖尿病連携協議会との連携：CKD 対策

とは連動していない。 

→診療情報提供書に腎臓専門医宛の部分

を追記して改訂。 

・腎臓病療養指導士関連：現在 1446 名。今年度

講習会は web 開催 727 名 

・研修に関して、ビデオによる症例研修 e-

learning の受講（代替研修）を開始。 

・療養指導士の県別分布。東北地方に専門医も指

導士も少ない。重点的に！ 

・大都市周辺にも指導士が少ない。 

・循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究

事業→今後も継続していく。 

・4 指導士（糖尿病、高血圧循環器病、腎躁病、

生活習慣病） 

→指導士が有機的につながっていない。 

 

南関東ブロック 

埼玉： 

・岡田、長谷川、竹田、森下教授で行なってい

る。 

・2014 年から DM 対策が先行している。 

・透析導入も DKD が多い。 

・DKD 対策が先行、そこへの CKD 対策の連携が

難しい 

・多職種協働、医療連携、ハイリスク者の抽出が

重要。 

・エリアごとに多職種対象に講演会を実施 

・DKD 対策としての糖尿病診療実務者講習会で

CKD の話を。 

・県代表が中心となり、郡市医師会と話し合いを

している。 

・さいたま市（森下先生担当）では、連携パス、

卓上のぼり旗、ステッカーを作成 

・連携パスは簡略化し、大部分はチェックで済む

→県内他エリアでも活用拡大 

・ハイリスク者の抽出：糖尿病対策ではできてい

るので相乗りを検討。 

神奈川： 

・深川、衣笠、田村先生、神奈川県瓦谷さん 

・診療連携体制：神奈川県との連携し、対策を検

討中。 

・医師会との連携：高血圧・腎疾患対策委員会 

小林先生 

・H24 年神奈川県慢性腎臓病対策連絡協議会が設

置。田村先生参画。 

 →JKA 神奈川支部としても協力し

ていく。 

・県民向け普及啓発：年 2 回講演会を開催 

・腎疾患対策医療従事者向け：年 2 回予定 

・かかりつけ医向けリーフレットの作成・配布 

・災害時透析患者支援マニュアルの作成 
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・神奈川県と KK の 2 型糖尿病・慢性腎臓病対策

に関する連携協定を締結 

・神奈川県を 4 つに分けて代表医師、リーダーを

決めた。 

・厚労省 CKD 診療連携構築モデル事業に神奈川

県、川崎市が参加。 

→神奈川県慢性腎臓病（CKD）診療

連携構築協議会が設置された。 

・糖尿病対策事業との連携：かながわ糖尿病未病

改善プログラムでは、腎臓専門医の意義・役割は

明記されていなかったが、されなる連携強化がな

された。 

・透析分野にも積極的に参加していく。コロナ透

析医療ネットワーク作成。「神奈川モデル・ハイ

ブリッド版」を透析患者用に改変中。 

千葉： 

・H30 年糖尿病性腎症重症化予防プログラム開

始。 

・千葉県代表は 5 名 

・R1 年に慢性腎臓病重症化予防部会を設置（糖

尿病性腎症重症課予防の下部組織として）。千葉

県健康福祉部健康づくり支援課 

・医師会の賛同が得られている。多職種がメンバ

ー入り。 

・市町村ではグイグイ進んでいるところもある

が、温度差があり、ボトムアップを図っていくこ

と（基盤整備）を目標とした。 

・薬局からの疑義照会を増やしていく。eGFR シ

ールの利用。 

・ハイリスク患者への啓発ハンドブック、腎プロ

活動（腎疾患診療必須検査のワンストップオーダ

ー化）、eGFR シール（松戸市で先行スター

ト）、啓発機会の提供（広告媒体の利用） 

・療養指導士のための会を設置：最低年 1 回開催

を予定。グループディスカッションも検討。 

・CKD 対策協力医の作成 

 
 
２）CKDの認知度、普及度の調査 

かかりつけ医への調査は困難であったが、一般市

民にむけた WEB アンケート調査を実施し、その解

析結果は以下の通りであった。 

対象は 20～50 歳代の一般市民で、健康診断の受

診状況と合わせて、CKDに関する認知度について、

WEB 上で全国アンケート調査を実施した（回答数

1,727 例）。その解析結果では、CKD について、「症

状も含めて知っている」あるいは「病名だけは知っ

ている」と回答したのは全体の 50.7%であった。年

代別にみると、若年層（20 及び 30 代）においては

半数以下の認知度であった。また、定期健康診断を

受けていない回答者で認知度が低い傾向がみられ

た。CKD を認知している回答者のうち、CKD にあ

てはまる症状として回答が多かったのは、「タンパ

ク尿」と「むくみ」でそれぞれ 48.4%、48.2%であ

った。「タンパク尿」や「血清クレアチニン高値」

を放置することで起こりうるのは何かという設問

では、「人工透析による継続的な治療」が最も多く、

56.6％であった。 

 

Ｄ．考察 

１）普及啓発活動の実態調査 

各都道府県において、活発な普及啓発活動が行わ

れているが、同じブロック内でも行政の関わり方

には温度差があり、積極的な県（例：南関東千葉県、

北関東長野県など）での取り組みはより重層的と

なる傾向が認められる。ただし医療関係者に向け

たものに比較し、一般住民への働きかけは十分と

は言えない。また一方向性の情報発信であること、

またもともと健康意識の高い集団への繰り返しの

情報発信となっている可能性がある。今後はより

広い集団への有効性の高い情報発信方法を活用す

る必要がある。 

 

２）CKD の認知度、普及度の調査 

CKD 対策を進めていく上で、疾患に対する正しい

知識は重要であるが、CKD の疾患認知は全体の半

数程度にとどまっている。その内でも年齢層が高

いほど、また健診制度を利用する健康意識の高い

層に理解度が高い傾向が認められたが、（CKD よ

り慢性腎臓病という名前の方が浸透しており、慢

性腎臓病=CKD という理解も普及を要する。）さら

に CKD の合併症として末期腎不全・透析療法は比

較的認知されている一方、心血管合併症について

はほとんどされていない。傾向として CKD に関す

る情報入手経路はテレビが多かったが、世代によ

って異なる可能性がある。さらなる情報発信に際

しては、年代に応じた方法を選択すべきである。 

 

１，２）を踏まえるとビデオなどの動画情報を広く

閲覧可能な媒体（テレビやインターネット等）を通

して発信することは、より効果的な普及啓発に結

びつく可能性があり、次年度に取り組む予定であ

る。 

 

Ｅ．結論 

 平成 30 年に発表された厚生労働省「腎疾患対策

検討会報告書」のなかで取り扱われた５つの重要

課題の内、「普及啓発」に関して、日本腎臓病協会

CKD対策部会が任命した各地域ブロック責任者お

よび都道府県責任者が中心となり、当該地域の普

及啓発活動の実態を調査しつつ、その改善および

推進に取り組んだ。各都道府県では活発な普及啓

発活動が行われているが、一般市民における CKD

概念の普及度には年齢層や健康意識の違いによっ

てばらつきがある。今後、より有効性の高い普及啓

発方法を策定する必要がある。 
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2020年度　ＪKA後援・共催 CKD普及イベント 2021/3/29現在

5月14日 木 高知 第24回高知腎ぞうを守る会 高知市 ザ・クラウンパレス新阪急高知4階「フローラ」 80 後援 高知腎ぞうを守る会、協和キリン株式会社：共催

5月16日 土 愛知 腎臓病多職種チーム医療ワークショップ～愛知腎臓病療養指導士チーム医療研究会分科会in藤田～ 名古屋市 TKPガーデンシティPREMIUM名古屋ルーセントタワー 40 後援 愛知腎臓病療養指導士チーム医療研究会、中外製薬株式会社：共催

7月16日 木 新潟 第7回新潟ADPKD研究会 Web開催 30 後援 新潟ADPKD研究会、大塚製薬株式会社

7月30日 木 岩手 第608回北上医師会医学集談会 北上市 ホテルシティプラザ北上　3階　瑞雲の間 30 後援 協和キリン株式会社

8月22日 土 北海道 Web講演会　NEW FRONTIER in HOKKAIDO 札幌市 KIT STUDIO　札幌スタジオ 100 後援 田辺三菱製薬株式会社、扶桑薬品工業株式会社：共催

8月27日 木 岩手 令和2年度花巻市医師会生涯教育講座8月度例会 花巻市 ホテル花城 30 後援 協和キリン株式会社

8月29日 土 北海道 NEW FRONTIER in HOKKAIDO 札幌市 田辺三菱製薬株式会社北海道支店 100 後援 田辺三菱製薬株式会社、扶桑薬品工業株式会社：共催

9月15日 火 岩手 一関市医師会学術講演会 一関市 ベリーノホテル一関 30 後援 一関市医師会、協和キリン株式会社：共催

9月29日 火 鳥取 倉吉CKDフォーラム 倉吉市 ホテルセントパレス倉吉 30 後援 協和キリン株式会社、鳥取県中部医師会：共催

10月1日 木 大阪 大阪市内北・西部CKD診療連携講演会 大阪市 大阪新阪急ホテル　2階　花の間 80 後援 大阪慢性腎臓病対策協議会、アステラス製薬株式会社：共催

10月8日 木 埼玉 東松山エリアCKD対策連携セミナー 東松山市 東松山市民文化センター 40 共催 協和キリン株式会社、NPO法人日本腎臓病協会：共催

10月11日 日 新潟 CKD市民公開セミナー in 新潟 新潟市 アートホテル新潟駅前 50 共催 協和キリン株式会社、NPO法人日本腎臓病協会：共催

10月15日 木 岩手 腎性貧血を考える会～腎症におけるこれからの病診連携 盛岡市 盛岡グランドホテル1階「飛天の間」 30 後援 田辺三菱製薬株式会社

10月15日 木 山形 腎性貧血　webセミナー in 山形 山形市 山形国際ホテル 50 後援 協和キリン株式会社

10月25日 日 岩手 2020年奥州市民公開講座 奥州市 奥州市文化会館Zホール　中ホール 100 後援 協和キリン株式会社

10月27日 火 神奈川 第9回横浜CKD連携協議会（オンライン） 横浜市 TKPガーデンシティ横浜　2F　カンファレンスルーム1（発信場所） 50 後援 大塚製薬株式会社、横浜内科学会、横浜CKD連携協議会：共催

10月29日 木 千葉 千葉県腎疾患対策Web講演会2020 Web開催 40 共催 協和キリン株式会社、NPO法人日本腎臓病協会：共催

11月12日 木 大阪 豊能医療圏CKDカンファレンス～地域で取り組む腎臓病対策～ 豊中市 千里ライフサイエンスセンター6階　『千里ルームA』 50 後援 大阪慢性腎臓病対策協議会、中外製薬株式会社：共催

11月12日 木 北海道 ましけ町民スクール（健康づくり講演会） 増毛町 増毛町文化センター　大ホール 100 後援 ましけ町民スクール運営委員会

11月13日 金 秋田 鷹巣医談会 秋田市 ホテルニュー松尾 20 後援 大館北秋田医師会、火曜和キリン株式会社：共催

11月14日 土 群馬 健康フェスタ2020　腎臓を大切に!!! 高崎市 イオンモール高崎 300 後援 群馬県慢性腎臓病対策推進協議会、群馬県、イオン高崎店：共催

11月20日 金 宮城 仙台南エリア病診連携webセミナ― Web開催 40 後援 協和キリン株式会社

11月25日 水 広島 熊毛郡医師会学術講演会 熊毛郡 平生まち・むら地域交流センター 15 後援 熊毛郡医師会・アストラゼネカ株式会社

11月27日 金 山口 Web版防府医師会学術講演会 防府市 防府市地域協働支援センター　多目的ホール 50 後援 防府医師会、防府内科医会、防府歯科医師会、防府薬剤師会、田辺三菱製薬株式会社：共催

12月2日 水 神奈川 第3回糖尿病性腎症対策セミナー 横浜市 ＴＫＰガーデンシティＰＲＥＭＩＵＭみなとみらい 70 後援 協和キリン株式会社

12月8日 火 北海道 CKD連携懇話会 札幌市 中外製薬株式会社　北海道支店 15 後援 中外製薬株式会社

12月9日 水 秋田 大舘北秋田地区　糖尿病重症化予防を考える会 大館市 大館市立総合病院 20 後援 協和キリン株式会社

12月10日 木 北海道 CKD地域猪医療連携WEB講演会 札幌市 Web開催 50 後援 さっぽろ北部CKDねっと、バイエル薬品株式会社：共催

12月12日 土 愛知 第２回愛知県腎臓病療養指導士チーム医療セミナ０ 名古屋市 ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋 50 後援 愛知県腎臓病療養指導士チーム医療研究会、中外製薬株式会社：共催

12月12日 土 大阪 大阪慢性腎臓病対策協議会（O-CKDI）～大阪府におけるCKD対策について～ 大阪市 TKPガーデンシティPREMIUM心斎橋　3階バンケット3A 80 後援 大阪慢性腎臓病対策協議会、大阪府内科医師会、アステラス製薬株式会社：共催

12月14日 月 埼玉 令和2年第8回大宮内科医会学術講演会 Web開催 40 後援 大宮医師会・協和キリン株式会社

12月16日 水 山口 CKD-CVD診療ネットワーキング講演会in山口 Web開催 40 後援 バイエル薬品株式会社

12月25日 金 千葉 CKD予防講座 市原市 市原市保健センター 50 後援

1月22日 金 千葉 CKD予防講座 市原市 市原市保健センター 50 後援 バイエル薬品株式会社

2月4日 木 岩手 腎臓学Uptodateゼミナール2020　→11/11から延期 奥州市 奥州文化会館 30 後援 協和キリン

2月18日 土 大阪 大阪市南部ブロックCKDカンファレンス～地域で取り組む腎臓病対策～ 大阪市 ホテルモントレ　グラスミア大阪 60 後援 大阪慢性腎臓病対策協議会／アステラス製薬株式会社

2月20日 土 愛知 Diabete＆Incretin Online Seminar～名古屋市千種区・中区 CKD地域連携の会～ 名古屋市 ホテルメルパルク名古屋 50 後援 大日本住友製薬株式会社

2月23日 火 岡山 CKD普及啓発強化月間 笠岡市 笠岡市立図書館　（2/23～3/21） 後援 笠岡市役所

2月25日 木 三重 尾鷲地区腎疾患セミナ― 尾鷲市 尾鷲総合病院　5階　講義室 15 後援 協和キリン株式会社

3月1日 月 岡山 世界腎臓デー2021inおかやま 岡山市 岡山市役所市民ホール、区役所ホール、岡山駅東西連絡通路、南地下道、岡山県医師会館 150 後援 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　腎・免疫・内分泌代謝内科学

3月1日 月 島根 ロールアップバナーによるCKDの来館者への啓発 松江市 松江市保健福祉総合センター 後援 松江市

3月1日 月 岡山 CKD普及啓発強化月間 笠岡市 笠岡市役所　本庁舎、分庁舎　（3/1～31） 笠岡市役所

3月1日 月 島根 地域啓発ケアフォーラム 出雲市 平田文化館（3/1～3/11） 出雲市・出雲保健所

3月3日 水 神奈川 透析と腎　診療と感染症対策の最前線　Webカンファレンス 横浜市 横浜グランドインターコンチネンタルホテル 100 後援 株式会社三和化学研究所

3月4日 木 愛知 慢性腎臓病（CKD）キャンペーン2021 名古屋市 動画の作成・配布と県市町村でのリーフレットの配布 後援 愛知県、公益財団法人愛知腎臓財団、慢性腎臓病（CKD）対策協議会

3月4日 木 島根 世界腎臓デー啓発活動 浜田市 浜田市役所　市民ロビー（3/4～12） 浜田市　健康福祉部　健康医療対策課

3月6日 土 香川 世界腎臓デー2021年全国キャンペーンイベント 高松市 瓦町FLAG 8階 80 後援 高松赤十字病院

3月8日 月 東京 腎疾患学術講演会 Web開催 3000 後援

3月8日 月 島根 「世界腎臓デー」啓発コーナー 益田市 益田市立保健センター(3/8～12） 100 後援 益田市福祉環境部健康増進課

3月10日 木 岩手 盛岡CKD重症化予防講演会 盛岡市 ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング 30 共催 協和キリン株式会社

3月11日 木 青森 第2回八戸の腎疾患診療連携を考える会 八戸市 八戸市総合福祉会館　2F　多目的ホール 40 後援 アステラス製薬株式会社

3月19日 金 千葉 CKD予防講座 市原市 市原市保健センター 50 後援 バイエル薬品株式会社

3月25日 木 神奈川 新型コロナウイルス感染症対策Webセミナ― 川崎市 川﨑キングスカイフロント東急REIホテル 100 後援 協和キリン株式会社

2021年

2020年

実施日 開催場所 主催団体・協力企業イベント名都道府県 市町村
後援

共催
規模
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資料 3.2 

 

 
  

1 それぞれの連携制度の名称（各列にご記載ください） 1 2 3 4

2 運用開始時期 　　　　〜2018年度 　　　　　　2019年度 　　　　　　2020年度 　　　　〜2018年度 　　　　　　2019年度 　　　　　　2020年度 　　　　〜2018年度 　　　　　　2019年度 　　　　　　2020年度 　　　　〜2018年度 　　　　　　2019年度 　　　　　　2020年度

　　　　都道府県全域　　　　　二次医療圏　　　　 　単独市町村 　　　　都道府県全域　　　　　二次医療圏　　　　 　単独市町村 　　　　都道府県全域　　　　　二次医療圏　　　　 　単独市町村 　　　　都道府県全域　　　　　二次医療圏　　　　 　単独市町村

　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　） 　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　） 　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　） 　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

4 参画する腎臓専門医数 　　　　4人未満　　　　　　　　　4人以上 　　　　4人未満　　　　　　　　　4人以上 　　　　4人未満　　　　　　　　　4人以上 　　　　4人未満　　　　　　　　　4人以上

5 連携の基準（専門医紹介基準2018に準拠，または地域の実情に応じた独自の基準を設定か）　　　　準拠　　　　　　　　 　　　独自 　　　　準拠　　　　　　　　 　　　独自 　　　　準拠　　　　　　　　 　　　独自 　　　　準拠　　　　　　　　 　　　独自

6 連携パスまたは連携様式の使用 　　　　有　　　　　　　　　  　　　無 　　　　有　　　　　　　　　  　　　無 　　　　有　　　　　　　　　  　　　無 　　　　有　　　　　　　　　  　　　無

7 医師会との連携の有無と医師会の単位 　　　　有（　　　　　都道府県　　　　　郡市区）　　　　　　無 　　　　有（　　　　　都道府県　　　　　郡市区）　　　　　　無 　　　　有（　　　　　都道府県　　　　　郡市区）　　　　　　無 　　　　有（　　　　　都道府県　　　　　郡市区）　　　　　　無

8 医師会との連携の状況（先生自身の感覚で結構です） 　　　　良好　　　　　　　　　　　 不良　　　　　　　　　　　　不明 　　　　良好　　　　　　　　　　　 不良　　　　　　　　　　　　不明 　　　　良好　　　　　　　　　　　 不良　　　　　　　　　　　　不明 　　　　良好　　　　　　　　　　　 不良　　　　　　　　　　　　不明

9 行政との連携の有無と行政の単位 　　　　有（　　　　　都道府県　　　　　郡市区）　　　　　　無 　　　　有（　　　　　都道府県　　　　　郡市区）　　　　　　無 　　　　有（　　　　　都道府県　　　　　郡市区）　　　　　　無 　　　　有（　　　　　都道府県　　　　　郡市区）　　　　　　無

10 行政との連携の状況（先生自身の感覚で結構です） 　　　　良好　　　　　　　　　　　 不良　　　　　　　　　　　　不明 　　　　良好　　　　　　　　　　　 不良　　　　　　　　　　　　不明 　　　　良好　　　　　　　　　　　 不良　　　　　　　　　　　　不明 　　　　良好　　　　　　　　　　　 不良　　　　　　　　　　　　不明

11 糖尿病性腎症重症化予防プログラムとの連携の有無 　　　　有　　　　　　　　　  　　　無 　　　　有　　　　　　　　　  　　　無 　　　　有　　　　　　　　　  　　　無 　　　　有　　　　　　　　　  　　　無

　　　　有（　　　看護師・保健師　　　管理栄養士　　　薬剤師　　　その他） 　　　　有（　　　看護師・保健師　　　管理栄養士　　　薬剤師　　　その他） 　　　　有（　　　看護師・保健師　　　管理栄養士　　　薬剤師　　　その他） 　　　　有（　　　看護師・保健師　　　管理栄養士　　　薬剤師　　　その他）

　　　　無 　　　　無 　　　　無 　　　　無

13 腎臓病療養指導士の参加 　　　　有　　　　　　　　　  　　　無 　　　　有　　　　　　　　　  　　　無 　　　　有　　　　　　　　　  　　　無 　　　　有　　　　　　　　　  　　　無

　　　　有（団体名：　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　 　　　　有（団体名：　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　 　　　　有（団体名：　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　 　　　　有（団体名：　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　

　　　　無 　　　　無 　　　　無 　　　　無

15 連携実績（紹介・逆紹介）の定期的集計 　　　　有　　　　　　　　　  　　　無 　　　　有　　　　　　　　　  　　　無 　　　　有　　　　　　　　　  　　　無 　　　　有　　　　　　　　　  　　　無

16
全体的評価（S:優れている、A:評価できる、適切である、B:やや改善を要する、C:改善を要す

る、F:不明）（先生自身の感覚で結構です）
　　　　S　　　　　　 A　　　　　　 B　　　　　　 C　　　　　　 F 　　　　S　　　　　　 A　　　　　　 B　　　　　　 C　　　　　　 F 　　　　S　　　　　　 A　　　　　　 B　　　　　　 C　　　　　　 F 　　　　S　　　　　　 A　　　　　　 B　　　　　　 C　　　　　　 F

17 連携の好事例、問題点その他（自由記載）

※個別の連携制度についての詳細項目調査（回答票2）

14 患者会との連携の有無、団体名

3 連携制度のカバーするエリア

12 多職種連携の有無（連携している職種、複数可）


